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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月6日(2015.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線を電荷に変換する変換素子と、前記電荷に基づく電気信号を転送するスイッチ素
子と、を含む画素が行列状に複数配置された画素アレイと、
　前記画素アレイに配置された複数の配線と、
　前記画素アレイへの放射線の照射を検知する検知部と、
　を含む放射線撮像装置であって、
　前記検知部が、前記複数の配線毎に検出された前記複数の配線を流れる複数の電流に基
づいて前記画素アレイへの放射線の照射を検知する検知回路と、を含むことを特徴とする
放射線撮像装置。
【請求項２】
　前記検知部が、前記複数の配線を流れる複数の電流を前記複数の配線毎に検出する電流
検出回路を更に含むことを特徴とする請求項１に放射線撮像装置。
【請求項３】
　前記複数の配線は、前記スイッチ素子の導通状態と非導通状態とを制御する信号を前記
スイッチ素子に供給する駆動配線と、前記変換素子が放射線を電荷に変換するための電圧
を前記変換素子に供給するバイアス配線と、前記電気信号を前記読出回路に伝送する信号
配線と、を含むことを特徴とする請求項２に記載の放射線撮像装置。
【請求項４】
　前記電流検出回路は、前記バイアス配線を流れる電流及び前記信号配線を流れる電流を
検出し、
　前記検知回路は、前記電流検出回路によって検出された電流の値に基づいて前記変換素
子への放射線の照射を検知することを特徴とする請求項３に記載の放射線撮像装置。
【請求項５】
　前記電流検出回路は、前記駆動配線を流れる電流及び前記信号配線を流れる電流を検出
し、
　前記検知回路は、前記電流検出回路によって検出された電流の値に基づいて前記変換素
子への放射線の照射を検知することを特徴とする請求項３に記載の放射線撮像装置。
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【請求項６】
　前記電流検出回路は、前記駆動配線を流れる電流及び前記バイアス配線を流れる電流を
検出し、
　前記検知回路は、前記電流検出回路によって検出された電流の値に基づいて前記変換素
子への放射線の照射を検知することを特徴とする請求項３に記載の放射線撮像装置。
【請求項７】
　前記電流検出回路は、前記駆動配線を流れる電流、前記バイアス配線を流れる電流、及
び、前記信号配線を流れる電流を検出し、
　前記検知回路は、前記電流検出回路によって検出された電流の値に基づいて前記変換素
子への放射線の照射を検知することを特徴とする請求項３に記載の放射線撮像装置。
【請求項８】
　前記バイアス配線とは別に前記駆動配線と容量結合された結合配線を更に含み、
　前記電流検出回路は、前記結合配線を流れる電流を検出し、
　前記検知回路は、前記電流検出回路によって検出された電流の値に基づいて前記変換素
子への放射線の照射を検知することを特徴とする請求項３から７のいずれか１項に記載の
放射線撮像装置。
【請求項９】
　前記検知回路は、前記複数の電流の値を演算する演算回路と、前記演算回路の出力と閾
値とを比較して比較結果を出力する比較回路と、を有することを特徴とする請求項３から
８のいずれか１項に記載の放射線撮像装置。
【請求項１０】
　前記駆動配線に前記信号を供給する駆動回路と、
　前記電気信号に基づく画像信号を読み出す読出回路と、
　前記バイアス配線に前記電圧を、前記駆動回路に前記導通電圧と前記非導通電圧を、前
記読出回路に前記電圧とは異なる基準電圧を、それぞれ供給する電源部と、
を更に含む請求項３から９のいずれか１項に記載の放射線撮像装置。
【請求項１１】
　前記変換素子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極と第２電極との間に設けられ
た半導体層と、を含み、
　前記スイッチ素子は、前記第１電極の電位に応じた前記電気信号を転送し、
　前記バイアス配線は、前記第２電極に接続されていることを特徴とする請求項１０に記
載の放射線撮像装置。
【請求項１２】
　前記画素は、前記スイッチ素子とは別に前記電圧とは異なる第２電圧を前記第１電極に
供給する第２スイッチ素子を更に含み、
　前記電源部は、前記第２電圧を前記第２スイッチ素子に供給することを特徴とする請求
項１１に記載の放射線撮像装置。
【請求項１３】
　前記結合配線は、前記電源部から前記第２スイッチ素子に前記第２電圧を供給する配線
であることを特徴とする請求項１２に記載の放射線撮像装置。
【請求項１４】
　前記画素は、前記電荷を増幅した前記電気信号を前記スイッチ素子に出力する増幅素子
を更に含み、
　前記電源部は、前記増幅素子が動作するための動作電圧を前記増幅素子に供給し、
　前記結合配線は、前記電源部から前記増幅素子に前記動作電圧を供給する配線であるこ
とを特徴とする請求項１２に記載の放射線撮像装置。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれか１項に記載の放射線撮像装置と、
　前記放射線を出射する放射線発生装置と、
　を含む放射線撮像システム。
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【請求項１６】
　放射線を電荷に変換する変換素子と、前記電荷に基づく電気信号を転送するスイッチ素
子と、を含む画素が行列状に複数配置された画素アレイと、前記画素アレイに配置された
複数の配線と、を含む放射線撮像装置の制御方法であって、
　前記複数の配線を流れる複数の電流を前記複数の配線毎に検出し、
　検出された前記複数の電流に基づいて前記画素アレイへの放射線の照射を検知し、
　検知された放射線の照射に応じて前記画素アレイの動作を制御することを特徴とする放
射線撮像装置の制御方法。
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